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開催概要

目 的

• 適応策に関する最新の知識を提供すること
• 適応策にかかる普及啓発活動意欲の向上すること
• 参加者間の交流を促すこと

対 象

• 北海道地球温暖化防止活動推進員
• 環境・防災分野の普及啓発に関心のある方
• 環境・防災分野に係る行政職員

参 加 者 ２０名



開催プログラム

風水害は、予測し、準備できる災害だからこそ
平時から対策を進めていこうというメッセージ
をいただきました。

• 風水害の定義
• 風水害対策の歴史
• 気候変動による将来の大雨リスク

講 演

これからの北海道の大雨を考えよう

（北海道立総合研究機構 大屋氏）



開催プログラム

ワークショップ

• 会場をある町と想定し、
“もしも災害が発生したら・・”を疑似体験

緊迫の状況の中で、自分と地域を守る難しさ、
日ごろの備えの重要性、を体験いただきました。

カードゲーム型防災研修プログラム

風水害24 体験

（北海道地球温暖化防止活動推進員 松江氏）



開催プログラム

風水害は救える命

（株式会社YAKUSHO 川内氏）

• 東日本大震災、胆振東部地震、能登半島地震
などへの応援派遣のご経験

• 被災地の実態について
• 日ごろの備えや関係機関の連携の重要性

講 演

風水害は、防災気象情報を活用し、公助と共助
が重なることで、犠牲者ゼロを目指せるという
お話をいただきました。



参加者からの感想など

• 講座やワークショップを通して、専門家の
方々の知識を交えながら、防災を「自分ご
と」として捉えるきっかけをたくさんいただ
き、とても有意義な時間でした。

• 行政職員、研究者の方とつながる機会にもな
り、今後の活動にも活かしていきたいです。

気候変動によって、どのようなリスクが高ま
るのかを伝えるだけでなく、そのリスクに対
して「自分や地域で何ができるのか」まで結
び付けて考えてもらうことが重要。
（講演×体験型WSは有効だと思います！） グループディスカッションの様子



今後の取組について

今後とも、北海道気候変動適応センターの協力機関として
適応の取組に係る普及啓発に努めてまいります。

• 「自分ごと化」そして「行動」へ
身近な気候変動の影響をお伝えし、その自分ごと化、行動までを見据えた普及啓発に取り組む

• 「つながり」から「取組の広がり」へ

気候変動適応に取り組む人々の交流機会の創出に努め、地域での取組の広がりにつなげる。




